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 今から約10年前、夏の超大作『ジョーズ』の公開
36周年を前に、スティーブン・スピルバーグ監督
は、Entertainment Weekly誌のインタビューで、不
安定な天候で有名なマサチューセッツ州マーサズ・
ヴィニヤード島付近の北大西洋でロケを行うか、オ
フサイト、つまり現場ではない管理された環境で撮
影を行うかという、未だ正解の出ていない問題につ
いて、当時どのように考えたかを振り返っています。 
その中で「そもそも海を分かっていなかった」とスピ
ルバーグ監督は語っています。「大自然を甘く見てい
て、その一部を意のままにできると思い上がってい
ました。北ハリウッドの水槽ではなく大西洋での映
画撮影を選んだ私は、若さゆえに自分の無謀さを
理解できなかったのです。」
スピルバーグ監督は、再度機会が与えられたら同じ
ようにやり直すと断言しましたが、このオフサイトか
現場かというテーマに関する監督の考察は、今日の
建築、エンジニアリング、建設業界でも大いに共感
されるものです。特に機械、電気設備、配管（MEP）
業者には響くでしょう。こうした業界は、急成長して
いる新たな建設形態の利点と欠点との間で板挟み
となっています。いわゆるアセンブリ式というもの
で、既製パーツ（プレハブ）または完成したモジュー
ル構造物の状態の主要部品が、最終的な現場の目
的地から何百マイル、時には何千マイルも離れた場
所で設計され、開発され、製造され、測定精度が評
価されるものです。

もっと大きな工場が必要だ
国際的な業績や成長の指標では、「モジュール式
とプレハブ式」が同一概念としてまとめられがちで
すが、実際には、これらは関連した完全に別種の
ものです。ただ、過去20年間で、モジュール式とプ
レハブ式の両方を包含するオフサイト建設が、AEC
業界において急拡大したことは間違いありませ
ん。Allied Analytics LLPのグローバル・マーケット・
リサーチおよびビジネス・コンサルティング部門で
ある Allied Market Researchによると、オフサイト
建設市場は、2020年の1,304億ドルから2030年に
は2,355億ドルになると予想されており、2021年か
ら2030年までの年平均成長率予想は5.9％となっ
ています。
全米電気工事業者協会（NECA）の研究・教育部門
であるELECTRI Internationalのエグゼクティブ・デ
ィレクター、Josh Bone氏は、次のように語ります。「
建設には、材料の入手状況、コスト、スケジュール、
労働力不足など、不確定要素が多すぎます。これら
はほんの一部です。プレハブ式の場合、これら不確
定要素が管理しやすくなります。オフサイト工法を
採用している業者は、リスク管理の面で大いに優位
に立っています。プレハブ式への移行は新たな局面
を迎えています。オーナーや建設マネージャーがプ
レハブを発注するケースが増えているのです」。
ただし、その数字は、コロナ禍による製造業の活動
鈍化、事業停止、建設プロジェクト延期、中止、縮小
などの影響を受けています。世界経済が回復しつつ
ある現在でも、長引く人手不足やサプライチェーン
の混乱がさらなる障害となっています。
しかし一方で、その状況でも多様な固有のメリット
があり、その恩恵はまだ享受され始めたに過ぎませ
ん。

https://ew.com/article/2011/06/08/steven-spielberg-jaws-interview/
https://www.alliedmarketresearch.com/offsite-construction-market-A12504
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まずオフサイト建設の場合、雪、凍結、雨、風、炎天
下、氷点下などの自然条件や、プロジェクトの最終
組み立ての調整に必要な人員の数などの点で、管
理された環境が保証されます。作業の大部分がオ
フサイトで行われるため、現場にいる人員が削減さ
れ、ウイルス感染のリスクが減ると同時に、風雨の
中で重機を使って作業する人員が減ることで、安全
性が向上します。また、二酸化炭素排出量の削減と
いう環境面でのメリットもあります。
さらに、プレハブ式オフサイト建設への移行は、ワー
クフローの効率性の飛躍的向上も意味します。設
置に必要な労力と時間を決定するためのプルプラ
ンニングに労力を費やしたにもかかわらず、コンク
リートの未硬化または、構造用鋼材の未搬入によ
り、現場へのアクセス遅延が生じる場合も少なくあ
りません。プレハブ式オフサイト建設の場合、現場ア
クセスの遅延は、設置には影響しても、製造には影
響しません。
入念な計画も突如水泡に帰しかねません。そのた
め、工期が短い場合、請負業者は完成までに必要
な現場作業員の数を倍に増やします。オフサイト建
設の場合、AEC業者は好きなタイミングで（場合に
よっては数ヶ月前に）プロジェクトを開始することが
でき、工期までの納品、設置が可能になります。
プレハブ式のさらなる重要な利点として、この建設
手法の場合、請負業者は自分たちの通常作業領域
外に作業を広げられることが挙げられます。具体的
には、たとえば150マイル離れた場所のプロジェク
トを6人の現場スタッフのみで完成させることがで
きれば、現場で節約したコストを工場現場の改善、
あるいは追加のスペースや設備の購入やリースに
振り分けることが可能です。その節約分は、屋内プ
レハブ/モジュール式プロジェクト専用の新規スタッ
フの訓練に使うこともできます。これは通年の現場
環境変化に左右されない一貫した労働力によって
管理されるプロジェクトなので、品質の向上につな
がります。

大々的な普及には至っていない
当然ですが、プレハブ式、特にモジュール式建設の
業界が未だに隆盛を極めるに至っていないのには
れっきとした理由があります。まず、極めて現実的な
障害が乗り越えられていないケースがあります。ま
た、たとえば造園や地下埋設物、道路や駐車場の舗
装などの専門的な作業の場合、屋内環境だけでは
作業が完結できない場合もあります。

前者については、オフサイト建設、あるいはその利
用の最大の課題は、前述のパラダイムシフトに関わ
るものです。具体例を以下に列挙します。
	y スペース不足	-	これは極めて重要です。MEP業

者やAEC業界従事者が即、このパラダイムシフト
に合わせてビジネスを拡大することは現実的で
はありません。多くの場合、作業に必要な屋内空
間が不足しています。これも包括的モジュール式
プロジェクトと比較して、たとえば、板金工事、機
械的な配管（配管の接続、給排水は現場で行わ
れる）、低圧電気工事、内装組立など、小さなプ
ロジェクトがまず実施されるような、漸次的な工
程を特徴とするプレハブ式が導入しやすい所以
です。新規設備購入や既存設備拡張には、時間
がかかる多くの面倒な手続きが必要です。したが
って誰でも容易に移行できるわけではありませ
ん。
	y 熟練人材の不足	-	現場の人数が削減できても、

人材確保が容易になるとは限りません。現場で
の作業に比べて、オフサイトでの作業はプロセス
重視の視点が必要となり、このような変化に率先
して対応できるような経験と技術を持った人材
を見つけるのは困難です。適材適所に優秀な人
材を確保するためには時間と費用がかかるかも
しれません。
	y 設備不足物理的	-	なスペースに加えて、製造工

場に必要なインフラへの投資も必要です。設備
運営者が突然現場作業を廃止して、オフサイト建
設に切り替えて問題なしとはなりません。そうい
う性質のものではないのです。 
	y 既成概念にとらわれない発想の欠如	-	設計変

更により、プレハブ作業をやり直す必要がある
のではないかという懸念から、多くの業者がプ
レハブ式の早期採用を躊躇しています。この「変
更に対する懸念」から一歩踏み出すべきなので
す。特に、企業がBIMやVDC（Virtual Design and 
Construction：バーチャル設計・施工）に莫大な
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費用と時間をかけていることを考えると、これら
のワークフローや手法を適用することで、そのよ
うな企業により十分に練られた設計をプレハブ
式で構築するということは、極めて合理的でしょ
う。 

モジュール式建設の場合、出荷前に少なくとも70%
以上が工場で完成していることになり、基本的に建
築用ブロックで構造が構成されますが、これがなか
なか困難であることが確認されています。モジュー
ル式建設は、2022年までに世界全体で6%増加 す
ると予想されていますが（2017年時点）、この手法
を採用した企業にとって、コストと収益の最善のバ
ランスを実現する秘訣に到達するのが未だ困難と
なっています。 
モジュール式建設は、過去にも現在にも施行事
例があります。Richard Buckminster Fullerの
1945年の「Dymaxion House」、モントリオールの

「Habitat 67」、そしてロサンゼルスダウンタウンの
ホームレスシェルター「Star Apartments」は、タイ
ム誌の2015年の「25 Inventions of the Year」に選
ばれています。それでも、モジュール式建設、特に大
規模なものは、未だに近未来の技術のように捉え
られています。また最近のフォーブスの記事 には、
逆転の発想の一種と紹介されていました。

品質保証/管理向上
第三者から見ても、プレハブ式オフサイト建設は、
品質保証や品質管理の面でも大きな可能性を秘め
ています。組み立ての各種工程において、屋内で対
処しやすいものが多いのです。現在、品質保証/管理
は、3Dレーザースキャナー（環境や対象物の正確で
完全な3D点群データをわずか数分で作成）の形式
で実施されることが増えています。そして、建築物の
基となるCAD概略図（またはその他元モデル）をレ
ーザーで建材に直接投影する、インプロセス3Dレー
ザープロジェクションで実施されることもあります。

これによると迅速で正確な位置決め、組み立て、検
証が保証されます。
建設業者が、3Dスキャンデータを使ったCAD/BIM
設計や地域基準との比較をリアルタイムに行い、プ
ロジェクトを監督できるようにする、高性能3Dモデ
リングソフトウェアと組み合わせることで、業者は無
駄やコストのかかる遅延を削減でき、より高品質の
プロジェクトが遅延なく完成できるようになります。
したがって、より早い新規ビジネス受注が可能とな
るのです。
また、3Dレーザースキャニングほどの評価を得てい
ないものの、レーザープロジェクションも、貴重なプ
レハブ用品質保証/管理ツールとして決して無視で
きません。しかし、プレハブ用施設は実際には製造
工場と遜色ないにも関わらず、多くの場合、その技
術がさまざまな3Dメトロジーの中で異色扱いされ
ています。レーザープロジェクターを使用すること
で、作業員はワークスペース内の作業すべき場所を
可視化することができます。また、テープ測定など
の従来の手動測定方法とは異なり、組立パーツや
表面に形状や文字を投影する緑色可視レーザーに
よって、ユーザーへのガイドが行われます。したがっ
て、ユーザーはパーツがどこで（どのように）組み合
わされ、接続されるかを即座に把握できます。
このようなパーツ、人、プロセス間の相乗効
果は、DfMA（Design for Manufacture and 
Assembly：製造組立容易性設計）エンジニアリン
グ手法の根幹を成すものです。したがって、請負業
者がプレハブ式、およびオフサイト建設に移行する
につれて、建物や部品の設計やエンジニアリングに
おけるこのプロセスの変化は無視できません。設計
や使用材料における効率性が、請負業者、ひいては
プロジェクトやオーナーに付加価値をもたらし得
ます。

結局のところ、建設業者としての目標が、
効率性を高め、製品の市場投入までの
時間を短縮し、さらに製造プロセスとそ
れらのパーツの組み立てを簡素化して
総生産コストを削減することであるなら
ば、オフサイト/プレハブ式が正しいビジ
ネス選択ではないでしょうか。

https://www.acuity.com/the-focus/contractor/the-difference-between-prefab-and-modular-construction
https://www.acuity.com/the-focus/contractor/the-difference-between-prefab-and-modular-construction
https://uabuildersgroup.com/5-trends-shaping-global-construction-in-2017/
https://www.the-possible.com/six-examples-of-modular-construction/
https://www.the-possible.com/six-examples-of-modular-construction/
https://www.forbes.com/sites/theyec/2021/02/08/the-future-of-real-estate-is-modular/?sh=5a0767f973ec
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プレハブ式/モジュール式建設が適正かプレハブ式についての事前検討

予備知識

 y プレハブ式建築が普及してきており、新築プロジェクトに占める割合が高まっています。コスト削減、労働
力削減（コロナ禍で縮小している市場では特に有益）、環境面などさまざまな理由によるものです。環境
面とは、屋内環境は管理が容易であり、理想的な空調設備で昼夜を問わず作業可能という意味です。

 y モジュール式建設はまだ本格的に普及していませんが、成功事例がないわけではなく、支持されていな
いわけでもありません。労力、コスト、プロジェクト完了に関する「秘訣」を手にし、この方式を制した企
業、建築家、エンジニアは、建設業界に革命を起こし、低所得者向け住宅やホームレス問題、軍事や宇宙
関連用途など、さまざまな分野において決定的な地位を構築する可能性すらあります。それはあなたの
会社かもしれません。

プラン

 y プレハブ建設を採用するにあたって、得られると期待される5つの利点を把握するとともに、克服しなけ
ればならない5つの欠点も考慮する必要があります。設備購入または既存設備拡張を含む移行コストは
高くつき、新規スタッフ（特にプロジェクトマネジメント意識をもつスタッフ）の雇用と訓練には時間がか
かるかもしれません。

 y モジュール式建設が自社ビジネスにいかに適合（限定的、試験的にも）し得るかを調べます。試験的に着
手できる建設分野ですか？そのような取り組みを支える顧客基盤がありますか？また、この分野でビジネ
スを広げ、維持し、発展させる意思がありますか？答えは「ノー」かもしれません。それでもよいのです。

実行に向けて

 y 競合他社がすでにプレハブ式の流行に乗っていることや、従来の地域的な市場の間の壁が崩れつつあ
ることを理解しましょう。この事実は、新しいビジネスチャンスの扉が開かれた一方で、自分の地域的「基
盤」が外から狙われる可能性を意味します。自分の地域の市場変化に敏感であることが重要です。

 y 強い意思を持って、会社、そしてそのブランドにとって最も有意義な、プレハブ方式に舵を取る決断をする
年にしましょう。デルタ株が世界中で猛威を振るう中でも、最新の経済予測 は、世界経済の回復が続くと
いう明るい見通しを維持しています。実際、経済協力開発機構（OECD）は、2021年の世界の成長率予測
を、年初の5.8％から5.7％へと10分の1しか引き下げていません。コロナやその最新の変異株により躊躇
する必要はないのです。
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おそらく、オフサイトか現場かの議論に答えがすぐに出ることはありませんが、建設業界におけるプレハブ
式の普及は今後も続くでしょう。モジュール式建設についても然りです。今後、新しいイメージング技術や新
しい測定技術も導入されます。新しいソフトウェアの登場や、すでに目覚ましい発展を遂げている人工知能
のさらなる成熟も控えています。
ただ結局は、プレハブ式建設を採用する業者は、より大きな工場が必要になるかもしれません。冒頭で触
れた、予算を300％オーバーしながらも、苦難の159日間を経て撮影された名画のように、一時的に資金繰
りが厳しくなるかもしれません。それでも、1975年に大ヒットした『ジョーズ』同様、建設ビジネスにおいて
莫大な報酬をもたらすことを強く示唆する証拠があります。

https://www.wsj.com/articles/delta-variant-set-to-slow-but-not-derail-global-economic-recovery-11632219656

